
会 議 録 
 

１  会議の名称            令和４年度第４回社会教育委員会議 

 

２  開催日時              令和５年１月１８日（水）午後７時～８時１５分 

 

３  開催場所              熊取町交流センター （煉瓦館）コットンホール 

 

４  議  題       案件１ 熊取町第4次生涯学習推進計画（改訂版）(案)について 

       案件２  その他 

 

５  公開・非公開の別      全部公開 

 

６  傍聴者数              ０人 

 

７  審議等の概要 

 

○案件１について 

 ・事務局より第 3 回委員会以降から本会議までの意見と修正箇所の説明を行った。 

 ・資料に沿って委員間で確認を行った。 

 

 【委員から主な意見】 

・「知のネットワーク」「分野のクロスオーバー」という記載があるが、必要ないのでは 

ないか。また、全分野の項目で文章後に（図書館）や（運動・スポーツ）という記載 

については工夫できないか。 

→「知のネットワーク」「分野のクロスオーバー」の記載は削除する。また、文中に

「図書館では・・・」等と記載し、一般的な表現に修正する。 

・第３章の基本計画について、内容にそれぞれ分野が混在し、わかりにくい。 

→計画（改訂版）については、中間見直しであり、当初の計画の施策体系に基づき記 

載しているので、計画（改訂版）についても施策体系表を追加する。 

・新たな取り組みについて、「～検討します。」「～努めます。」という表記の意味は何か。 

→一歩進めて検討、努めるということである。 

・３９頁の新たな取組み「学校等と連携し、コミュニティスクールの設置に合わせ、地

域学校協働活動推進員の委嘱を行います。」について、直ちに行うということか。 

→新たな取組みについては、令和５年度から９年度までの間の計画として記載してお



り、学校におけるコミュニティスクールの設置に合わせ、地域学校協働活動推進員の 

委嘱を行うことを考えている。 

・同文書について「学校等と連携し、」と「コミュニティスクールの設置に合わせ、」は

逆にした方がよいのではないか。 

→修正する。 

・スポーツの分野について、「目新しさ」という質の部分と「減少傾向」という量の部

分が混同している文章がある。 

 →再考する。 

 

＊ 今後、表現等の軽微な修正については議長一任として承認。 

 

 

  〇案件２について                                                                                                                                              

    ・公民館・町民会館整備事業の進捗状況について事務局より説明を行った。 

  ・二十歳の誓いの開催について事務局より報告を行った 

    

８ 会議の情報        名称     社会教育委員会議 

              根拠法令等  社会教育委員会議運営規則 

              設置期間   昭和５７年４月１日～ 

              所轄事項   教育委員会の社会教育に関する諮問に応じ、

これに対して意見を述べること。 

               委員数    ９人 

 

 ９ 担当課         生涯学習推進課 

 


